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世界へのプレゼントになろう

2月25日  2/28 IMに振替
3月 3日  卓話　坂本忠光会員
3月10日 さきたま古墳群の世界遺産
　　　　登録推進キャラバン卓話
3月17日 卓話　野瀬将正会員
3月24日 サイボクハム見学
3月31日 卓話　樋口雅之会員

　皆さん、こんにちは。本日も、ご出席ありがとうございます。
　本日は上尾市スポーツ少年団本部長村田喜代汰様、副本部長近藤敏
晴様、副本部長小板橋英雄様お出で頂きありがとうございます。上尾
北ロータリークラブ会長藤波春生様、広報委員長杉中尚平様お出で頂
きありがとうございます。インターシティーミーティングにつて、よ
ろしくお願いします。上尾西ロータリークラブ会長斉藤一雄様お出で
頂きありがとうございます。また、本日は皆さんもご存知と思います
が△△△△さんを探されていらしゃる△△△様、△△様ご夫妻、朝霞
ロータリークラブ会員の大畑茂様がお見えになっています。後ほど、
お話をして頂きます。とても可愛らしいお嬢さんです。どうか、一日
も早く戻られることを願います。皆様のご協力をお願いします。
　今月は、平和と紛争予防月間です。
　K.R.ラビンドランRI会長はロータリーの友の会長メッセージで「人
生においてかけがえのない経験というのは、瞬く間に駆け抜けてしま
うものです。それらは、数日、数時間、数分、あるいは、まばたきを
した瞬間にすぎてしまうものです。それらは、私たちの記憶の中で明
るく照らし出される経験であり、何年たっても輝き続けます。それら
は、見えなかったことが突然見えてくる瞬間であり、わからなかった
ことが理解できるようになった瞬間であり、思いもしなかった絆を築
いた瞬間なのです。」「絆が築かれ、友情が生まれ、生涯残る思いで
となるのです。」と国際大会への参加を呼び掛けています。このこと
は、すべてのことに置き換えられると思います。どうか皆さん、かけ
がえのない経験を大切にして頂きたいと思います。
　ロータリー平和センター・プログラムを、ご存じでしょうか。世界
平和にリーダーシップをもって尽くそうとするロータリー平和フェロ
ーたちを育てるプログラムです。すでに、1,000人の卒業生を生んでい
ます。ロータリー平和センター・プログラムへ寄付も支援活動となり
ます。ご支援をお願いします。
　さて、ジカ熱の流行の報道が多くされています。ジカ熱とは、蚊が
媒介するジカウィルスの感染によって発熱や発疹などを引き起こす感
染症です。厚生労働省のホームページによれば、アフリカ、中央・南
アメリカ、アジア太平洋地域で発生があり、特に、中南米で流行して
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　この日の卓話の内容は、都合により、非公開にさせていただきます。

出席　　会員数　　３7　　　出席数　　2４
欠席　　欠席数　　13　　　（％）　 64.86
前々回確定　　　　　　　　　欠席数 　  3
修正（％）　 　  92.11    　     （Ｍ・Ｕ）    10

出席率
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第26回 上尾市障がい者
作品展示即売会が２／１
９～２２に開催され、受付・
当番表をお配りしました。
変更希望がありましたら個
々に相談していただければ
と思います。どうぞよろしくお願いいたします。

います。日本では、海外の流行地で感染し、発症し
た症例が2013年以降、3例が国内であるそうです。
　感染を媒介する蚊は、ヤブカ属のネッタイシマカ
やヒトスジシマカが、ウィルスを媒介することが確
認されています。ネッタイシマカは、日本には常在
しませんが、ヒトスジシマカは、秋田県及び岩手県
以南の日本のほとんどの地域でみられます。現在ジ
カウィルスに対する治療薬は見つかっていません。
ジカウィルスに感染しても症状がないか、症状が軽
いため気づきにくいことようです。症状は軽く2～7
日続いた後に治り予後は比較的良い感染症です。妊
婦や胎児に影響し、胎児の小頭症の関連や神経障害
のギラン・バレー症候群の発症との関連について疑
われており現在調査が行われています。WHOは小
頭症及び神経障害の集団発生に関する「国際的に懸
念される公衆保険上の緊急事態」を宣言しました。
症状が軽くても、蚊に刺されることにより感染する
ことから、自分を刺した蚊が他の人に感染させる可
能性があります。まず、蚊に刺されないことが大切
です。ヒトスジシマカは日中に活動して、ヤブや木
陰などで刺されます。この時間に野外で活動する時
は、長袖・長ズボンを着用して、防虫スプレーも必
要とです。デング熱の騒動があったように、グロー
バル化と温暖化により身近な感染症となることもあ
ります。皆さんも、ご注意下さい。
以上をもちまして、会長挨拶とさせて頂きます。

　皆様には日ごろ、多大なご支援をいただきありがとう
ございます。創立５０周年記念事業ではさまざまな協賛
をいただき無事におわることができました。本日は上尾
市スポーツ少年団から上尾ロータリークラブの皆様に
感謝状を贈呈させていただきたいと思います。どうもあ
りがとうございました。

◆２月のロータリーレート
は１ドル＝１２０円です。
◆次年度の会長幹事会が
２月２４日（水）午後６時か
ら、上尾東武ホテル、コミュ
ニティーホールで開催され
ます。次年度の会長幹事、よろしくお願いいたします。
◆米山記念奨学部門からの案内です。米山記念奨学生
終了式が３月１３日（日）午後１時からラフレさいたまで
開催されますので、ご担当の方々は出席をお願いします。
◆米山と財団から税額控除の書類が皆さんにきている
と思います。確定申告用のものですので必要に応じて使
用していただければと思います。
◆来年度のロータリー手帳がほしい方は、回覧にチェッ
クをお願いします。
 

米山記念奨学委員会　カウンセラー　細野宏道委員
先日延期させていただいた
米山記念奨学生、周君の
卒業祝を３月３日（木）夜６
時半～開催させていただ
きます。２／１８までに出欠
のご回答を事務局へお願
いいたします。
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I n terc i tyMeet ingキャラバン
上尾北RC　藤波春生会長　杉中尚平広報委員長

例会主題～卓話
卓話者紹介  RI.D2570地区  朝霞RC 大畑茂様

張っていくのは会長の意欲次第というシンプルな指
摘に同感しました。従って、今回のIMのテーマは“
どんなプレゼントを贈りますか”ということで、各
クラブの会長エレクトに現在のクラブの奉仕活動の
中身の洗い直しをすることや、新しい奉仕事業の立
ち上げを考え、それに向かって一歩でも前進するこ
とが会員の増強や地域での存在を広めることができ
ると思います。そんな“プレゼント”を考えて頂けれ
ばと発表の時間を設けさせて頂いております。
　ＩＭの構成のⅠ部は式典、その中での明日のプレ
ゼントの発表、Ⅱ部は聖学院大学の前学長でした姜
尚中先生に“地域再生と新世代育成”という題目でロ
ータリーの地域活動と青少年育成について講演して
いただきます。Ⅲ部はジャズ演奏下での各クラブ交
流会という設定になっております。以上のような内
容になっておりますが各クラブにおきましては全員
登録で当日のご参加をお願いいたします。たいへん
貴重な時間をいただき、ありがとうございました。　今月28日、ＩＭが開催されるにあたり、キャラバ

ンで参りました。大勢の方の登録をお願いしたいと
思います。本日は大國ガバナー補佐からのメッセー
ジを代読させていただきます。
　本年度のＩＭはＲＩテーマ“世界へのプレゼント
になろう”、地区テーマ“ロータリーは奉仕を通じて
人づくり、自分づくり”とありました。私は、今年
度ガバナー補佐の仕事を通じて勉強させていただき
ました。それは井原ガバナーのガバナー訪問に同行
して各クラブを見学させていただきましたが、各ク
ラブの協議会に先立って行われた会長、会長エレク
ト、幹事を含めた懇談会に意味があったと感じまし
た。井原ガバナーが一貫していたのは各クラブの奉
仕活動の現状分析を的確に行い、クラブの改善点、
そして将来を見据えたご指摘をしていたことが大変
印象に残りました。
　会長と会長エレクト、そして幹事さんが揃ってガ
バナーを交えて意見交換することは少なくとも向こ
う三年間に亘るクラブの短期、中期の問題意識を共
有できます。
　クラブ運営の中心になる三役がそれらを引き継ぎ
ながら、今年やったことの反省や改良点を次年度、
そして次次年度とかけてよりよい方向に向かってい
くことがクラブ活性化、そして発展に繋がっていく
事と思います。
　また、地区大会に於いてRI会長代理の鎌倉RCの
菅原光志さんの話にもありましたが、クラブを引っ

　この日の卓話の内容は、都合により、非公開に
させていただきます。


